
 

 

講 師：袖吉 正樹 氏 

    金沢市玉川図書館担当館長補佐 

    小松市史専門委員 

 

時 間：午後２時～４時 

会 場：小松市公会堂１階 第１･２会議室 

受講料：無料 

申 込：資料準備のため事前予約が必要 

    事務局(0761-24-5315)までご連絡下さい 

    当日参加も可能です 安宅町文書(小松市立図書館蔵) 

 

古文書講座 （第 74･75･77 回 市史講座） 

講 師：木越 隆三 氏（金沢城調査研究所長・小松市史専門委員） 

日 時：３月１１日(土) 午後２時～４時 

会 場：小松市公会堂４階 大会議室 

受講料：無料（資料準備のため事前予約が必要／事務局(0761-24-5315)まで） 
 

講師の木越隆三氏は，NHK ｢ブラタモリ｣ で金沢城を案内されましたが，それを 

まとめた 『ブラタモリ１ 長崎 金沢 鎌倉』 では石垣情報が満載です。ご一読を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 今年もよろしくお願いいたします 
 

新たな年を迎え，皆様にとって本年がよい１年となりますように。 

 年明け最初の行事が，恒例の古文書講座です。だんだん受講者の実力がアップし，今年度は図書館で初級

講座を開催しましたので，市史講座ではレベルアップし，中級編を実践します。町方，地方(ｼﾞｶﾀ)，安宅町

文書を読み解き，当時の町の生活の様子を探ります。お馴染みの石黒家文書の他，永甫家，武部家の旧家の

文書が登場します。新たな文書を紐解いて，まずは腕試し。皆さんも挑戦してみましょう。 

第２14 号 

平成 29 年 1 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

第 76 回 市史講座 

『金沢城から小松城へ ～利常の城づくり構想～』 

 
「町方文書を読む」      ２月１９日(日) 

  「地方文書を読む」      ３月 ４日(土)  
  「安宅町文書を読む」     ３月１８日(土) 



＜1月のカレンダー＞ 

 

＜事務局 12月の活動状況＞ 

・12月 １日(木) 産業編 DVD 編集打合せ 

・12 月 ２日(金) 町家聞取り調査(大文字町) 

・12 月 ３日(土) 古民家実測調査(佐美町) 

・12 月 ５日(月) 町家実測調査(中町) 

・12 月 ６日(火) 教育関係調査(安宅中学校) 

・12 月 ８日(木) 教育関係調査(御幸中学校) 

・12 月 ８日(木) 町家聞取り調査(大文字町) 

・12 月 10 日(土) 考古部会 

・12 月 10 日(土)  町家聞取り調査(龍助町) 

・12 月 14 日(水) 教育関係調査(板津中学校) 

・12 月 14 日(水) 産業部会 

・12 月 15 日(木) 教育部会 

・12 月 20 日(火) 町家聞取り調査(西町) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局 1月の活動予定＞ 

・１月 18日(水) 町家聞取り調査(大文字町) 

 この他，町家実測調査，教育関係(小学校)調査を 

 予定しています。 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1 2     3     4     5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

広報掲載 ｢歴史の舞台裏｣ 2 月号で終焉!! 
 

 平成 10 年８月号に産声を上げて以来，18 年の長きに

わたって， 『新修 小松市史』 にちなんだ話題を提供して

きました ｢歴史の舞台裏｣ が 220 回をもって終了いたし

ます。市民の皆様からいろいろな資料をご提供いただき

新しい発見がいっぱいありました。今後は，この｢市史

へんさん｣ で，興味ある話題を掲載していきます。 

 部会活動報告 

 『新修 小松市史 建築編』 の 29 年度発刊を目指し，一昨年より建物調査

が続いておりますが，特に町家建築は，昭和の大火もあって旧市内に残る

古い建物は大火後の建築が殆どです。最近になり，大火前に築造の町家が

橋南では西町(写真上)と大文字町に残っているのがわかり，西町には調査

に入ることもできました。中の間取りにさほど違いはありませんが，天井

が低く，家屋全体の高さが大火後より随分と低いのが明らかでした。 

大火後の家屋調査では，焼けた蔵跡に洋館(写真下)を建て，仮住まいと

して，その間に主屋の再建を行った家がありました。その洋館建てが今も

残され，当時の洋風のモダンな雰囲気を伝えています。このような洋風の

建築を取り入れようとする知力と財力が大火後の小松市民にあった 

ことに驚かされます。いかに小松市の産業が全盛だったかを建造物 

から知らされました。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

